　公共交通及びコミュニティ交通に関する勉強会（第４回）
日時　令和７年６月30日（月）午前10時～午前11時30分
場所　宮の里中央自治会館
１．開会
２．協議会設立に向けて（資料１） （市説明）
質疑応答
・コミュニティ交通関係の話は、自治会長に話はしているのか。（参加者）
→勉強会開催の話はしています。コミュニティ交通導入については、導入意向の意見が出たら、改めて説明する予定です。（市）
・かなちゃん手形は、無くなる前提の話なのか。（参加者）
→現在聞いている話では無くなります。（市）
３．運営協議会について（資料２）　（荻野地区運営協議会　岩崎会長説明）
・協議会の役職は、どんな感じなのか。（参加者）
→荻野の運営協議会の役職は、会長、副会長、会計、監事、運行助手ですが
運営協議会には荻野地区自治連会長も参加しています。（岩崎氏）

・荻野地区協議会はどのように成り立ったのか。（参加者）
→荻野地区は、一般社団法人コミュニティカフェ荻野および合同会社ロコムテックの既成地域組織があり、地域コミュニティ交通を走らせることを前提に、取り組む人が必然と決まっていきました。（岩崎氏）
・バス停の設置には、民地の許可が必要なのか。（参加者）
→民地の許可は必須です。（岩崎氏）
・ダイヤはどうきめるのか。（参加者）
→協議会で決定しています。30分程度で１週するルートを前提で、運転手および助手の休息時間も考慮して、1時間に１便になりました。（岩崎氏）
・運賃は、どうやって決まったのか。（参加者）
→実証実験は運賃無料で行いました。これは、多くの人にご利用いただき沢山の意見を集めたいという思いがありました。その後の実証実験は、かなちゃん手形に合わせ100円にしました。運賃を100円にすると利用者は3割減りました。（岩崎氏）

・ルートは、１筆書きが基本か。（参加者）
→１筆書きのルートのほうが利用者にわかりやすく、運行が簡素になります。（岩崎氏）
・みんなの意見はどうやって聞いたか（参加者）
→全住民にアンケート調査を行いました。（市）
・バスの乗り溢れが続く場合はあるのか。（参加者）
→現状は、利用者同士が空いてる便に乗る等の譲り合いをしてくれている。（岩崎氏）
　乗り溢れが続く場合は、対策を考える必要があると考えています。（市）
・バス停にコミュニティ交通のバス停を置けるか。（参加者）
→ココモの発足時は、道路運送法上、バス停にコミュニティバスのバス停を置くのは、禁止されていたが、近年は緩和されてきています。交通事業者との協議次第ではあるが、最初からダメというわけではありません。（市）

４．その他
次回開催は、本日と同じように市から参加者に呼びかけて開催しようと思います。
５．閉会

以上
